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は
じ
め
に

　
金
融
機
関
は
、
金
融
庁
が
策
定
し

た
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及

び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
Ｇ
Ｌ
」
と

い
う
）
に
基
づ
き
、
全
顧
客
へ
の
顧

客
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
や
自
ら
が
定

め
る
適
切
な
顧
客
管
理
を
実
施
で
き

な
い
と
判
断
し
た
顧
客
・
取
引
等
へ

の
取
引
謝
絶
等
を
含
む
リ
ス
ク
遮
断

の
検
討
等
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
普

通
預
金
口
座
開
設
申
込
み
を
拒
絶
し

た
銀
行
の
申
込
人
へ
の
不
法
行
為
責

任
を
否
定
し
た
水
戸
地
判
令
和
７
・

２
・
20
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
控

訴
）
は
、
元
暴
力
団
員
と
い
う
申
込

人
の
属
性
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
顧
客
リ
ス
ク
評
価
を

は
じ
め
と
す
る
顧
客
管
理
措
置
（
Ｃ

Ｄ
Ｄ
）
の
観
点
で
も
示
唆
と
な
る
事

情
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
本
判
決
を

分
析
し
た
う
え
で
金
融
機
関
の
預
金

口
座
開
設
に
係
る
顧
客
リ
ス
ク
評

価
、
追
加
的
確
認
な
ど
の
顧
客
管
理

に
係
る
リ
ス
ク
低
減
措
置
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部

分
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
筆
者
が
所
属
し
、

ま
た
は
所
属
し
た
組
織
・
団
体
等
の

見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

一
　
事
実
の
概
要

１　
本
件
拒
絶
１

　
Ｘ
（
原
告
）
は
、
２
０
２
３
年
４

月
12
日
、
Ｙ
銀
行
（
被
告
）
ａ
支
店

に
お
い
て
、
就
労
先
か
ら
の
給
与
振

込
や
生
活
費
決
済
を
目
的
と
し
て
、

普
通
預
金
口
座
開
設
申
込
み
を
し
た

（
以
下
、「
本
件
申
込
み
１
」と
い
う
）。

Ｘ
提
出
の
情
報
と
、
Ｙ
が
行
内
で
新

聞
報
道
等
を
も
と
に
登
録
し
て
い
る

氏
名
、
住
所
お
よ
び
生
年
月
日
等
の

信
用
情
報
と
を
照
合
し
、
相
当
程
度

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

た
め（
以
下
、「
本
件
登
録
情
報
一
致
」

と
い
う
）、
Ｙ
は
Ｘ
が
指
定
暴
力
団

構
成
員
で
複
数
回
の
逮
捕
履
歴
（
恐

喝
未
遂
・
逮
捕
監
禁
致
傷
）
を
有
す

る
者
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
ま
た
、
Ｘ
は
、
実
際
に
は
Ｂ
社
が

当
時
の
勤
務
先
で
は
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
の
事
前
受
付
書
に

勤
務
先
「
Ｂ
」
か
ら
給
与
振
込
を
受

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
口
座
開
設

を
申
し
込
む
旨
を
記
載
し
た
。

　
Ｙ
は
、
同
日
、
本
件
申
込
み
ｌ
を

拒
絶
し
た
（
以
下
、「
本
件
拒
絶
ｌ
」

と
い
う
）。

２ 　
本
件
申
込
み
２
と
本
件
拒
絶

２
　
茨
城
県
警
察
本
部
刑
事
部
組
織
犯

水
戸
地
判
令
和
７・
２・

水
戸
地
判
令
和
７・
２・
2020
とと

口
座
開
設
取
引
に
係
る
リ
ス
ク
低
減
措
置

口
座
開
設
取
引
に
係
る
リ
ス
ク
低
減
措
置

令
和
７
・
２
・

令
和
７
・
２
・
2020
水
戸
地
方
裁
判
所
判
決
、
令
和
５
年
（
ワ
）
第
２
２
８
号

水
戸
地
方
裁
判
所
判
決
、
令
和
５
年
（
ワ
）
第
２
２
８
号

損
害
賠
償
請
求
事
件
【
控
訴
】、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペー
ジ

損
害
賠
償
請
求
事
件
【
控
訴
】、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペー
ジ

潮
見
坂
綜
合
法
律
事
務
所

潮
見
坂
綜
合
法
律
事
務
所  

弁
護
士
　

弁
護
士
　
鈴
木
鈴
木  

正
人
正
人
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一 

　
施
行
規
則
の
改
正
案
と

改
正
の
背
景

１　

改
正
施
行
規
則
案

　
警
察
庁
は
、２
０
２
５
（
令
和
７
）

年
２
月
28
日
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
「『
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
命
令
案
』
に
対
す
る
意

見
の
募
集
に
つ
い
て
」（
注
１
）
を

公
表
し
た
（
意
見
募
集
締
切
：
２
０

２
５
年
３
月
29
日
、
同
年
５
月
30
日

現
在
ま
だ
結
果
公
表
な
し
）。

　
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
改
正
案
（
以

下
、「
改
正
後
施
行
規
則
」
と
い
い
、

現
行
の
同
施
行
規
則
は「
施
行
規
則
」

と
い
う
）
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の

移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

「
犯
収
法
」
と
い
う
）
に
お
け
る
非

対
面
取
引
の
本
人
確
認
方
法
に
関
し

て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
情
報
の
読
み
取
り
の
方
法
や

公
的
個
人
認
証
の
方
法
等
に
限
定
す

る
改
正
内
容
で
あ
り
、
金
融
機
関
を

は
じ
め
と
す
る
犯
収
法
上
の
特
定
事

業
者
に
よ
る
本
人
確
認
の
実
務
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
改
正
後
施
行
規
則
の
施
行
期
日
は

２
０
２
７
年
４
月
１
日
と
さ
れ
て
お

り
、
約
２
年
間
の
猶
予
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

２　

改
正
の
背
景

　
改
正
後
施
行
規
則
の
背
景
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
特
殊
詐
欺
や
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

な
ど
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
に
よ
り

他
人
の
金
銭
を
詐
取
す
る
類
い
の
犯

罪
に
お
い
て
、
架
空
・
他
人
名
義
の

口
座
が
振
込
先
と
し
て
悪
用
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
不
正
に

利
用
さ
れ
る
振
込
先
口
座
に
は
、
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
の

偽
造
等
に
よ
り
不
正
に
開
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
と
り
わ

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
や
モ
バ

イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し

た
非
対
面
取
引
の
普
及
に
よ
り
、
顔

写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
の
画
像
送

信
だ
け
で
口
座
開
設
が
完
了
す
る

「
ホ
方
式
」
に
よ
る
確
認
手
段
が
悪

用
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
。

　
２
０
２
４
年
６
月
18
日
に
政
府
・

犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
が
公
表
し
た

「
国
民
を
詐
欺
か
ら
守
る
た
め
の
総

合
対
策
」（
注
２
）（
同
報
告
書
18
〜

19
頁
）
に
お
い
て
は
次
の
記
載
が
な

さ
れ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）。

　

携
帯
電
話
や
電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
時
の
本
人
確
認
に
お
い
て
、

本
人
確
認
書
類
の
券
面
の
偽
変
造
に

よ
る
不
正
契
約
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
か
ら
、
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
、

携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
に
基
づ

く
非
対
面
の
本
人
確
認
手
法
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
公
的
個
人
認

証
に
原
則
と
し
て
一
本
化
し
、
運
転

免
許
証
等
を
送
信
す
る
方
法
や
、
顔

写
真
の
な
い
本
人
確
認
書
類
等
は
廃

止
す
る
。
対
面
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
情
報
の
読

み
取
り
を
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
及

び
携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
の
本

人
確
認
に
お
い
て
義
務
付
け
る
。
ま

改
正
犯
収
法
施
行
規
則
に
お
け
る

非
対
面
取
引
の
本
人
確
認

今
月
の
解
説

弁
護
士
法
人
三
宅
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

渡
邉 

雅
之
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今
回
は
取
引
先
法
人
で
内
紛
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
と
り

あ
げ
て
い
く
。
法
律
上
・
実
務
上
の

様
々
な
意
見
交
換
を
し
つ
つ
、
そ
の

対
応
に
検
討
を
要
す
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
座
談
会

形
式
で
誌
面
に
反
映
し
て
い
く
。
ま

た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る

臨
場
感
を
誌
面
に
反
映
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
可
能
な
限
り
原
発

言
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
明
快
な
記
述
で
は
な
い
箇

所
や
項
目
に
よ
っ
て
は
最
終
的
な
結

論
に
関
す
る
記
述
が
欠
け
て
い
る
箇

所
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
容
赦

い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
本
報
告
の
意
見
に
関
す
る

部
分
は
参
加
者
の
個
人
的
な
見
解
で

あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の
意
見
で
は

な
い
。

〈
座
談
会
発
言
者
〉
※
五
十
音
順

大
西 

敦
哉

（
弁
護
士
・
三
井
住
友
銀
行
総
務
部

法
務
室
）

及
部 

裕
輝

（
弁
護
士
・
元
メ
ガ
バ
ン
ク
法
務
部

所
属
）

金
木 

伸
行

（
弁
護
士
・
岩
田
合
同
法
律
事
務
所
）

野
畠 

葉
子

（
弁
護
士
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
法
務

部
）

福
谷 
賢
典

（
弁
護
士
・
島
田
法
律
事
務
所
）

藤
井 
友
弘

（
弁
護
士
・
元
メ
ガ
バ
ン
ク
法
務
部

所
属
）

〈
事
　
例
〉

１　
株
式
会
社
Ａ
（
以
下
、「
Ａ
社
」

と
い
う
）
は
甲
銀
行
と
預
金
取
引
を

行
っ
て
い
る
（
残
高
１
億
円
）。
Ａ

社
は
取
締
役
会
設
置
会
社
で
あ
り
、

取
締
役
は
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
の
３
名
、

Ｘ
が
代
表
取
締
役
と
な
っ
て
い
る
。

２　
Ｙ
は
、
Ｘ
の
与
り
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
、
Ｚ
と
結
託
し
て
取
締
役
会

を
開
催
し
た
こ
と
に
し
て
、
Ｘ
を
Ａ

社
の
代
表
取
締
役
か
ら
解
職
し
、
Ｙ

自
ら
を
Ａ
社
の
代
表
取
締
役
に
選

定
。

３　
そ
の
後
、
Ｙ
は
、
Ｘ
の
代
表
取

締
役
退
任
登
記
、
Ｙ
の
代
表
取
締
役

就
任
登
記
が
完
了
し
た
と
し
て
、
甲

銀
行
の
取
引
支
店
に
Ａ
社
の
履
歴
事

項
全
部
証
明
書
を
持
参
。
Ｙ
は
、
窓
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取
引
先
法
人
で
内
紛
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応


